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Tokyo Animal Allergy Center

1998年　　北里大学　獣医学科　卒業 

2000年　　東京大学附属動物医療センター研修医 

2007年　　オハイオ州動物医療センターMedVet皮膚科短期研修 

2012年　　世界獣医皮膚科会議  (WCVD7) 発表 

2014年　　ニューヨークASC皮膚科短期留学 

2016年　   世界獣医皮膚科会議  (WCVD8) 発表 

2017年　　山口大学連合獣医学研究科　博士号(獣医学）取得 

2020年　　世界獣医皮膚科会議  (WCVD9) 発表 

2021年　　東京動物アレルギーセンター 

2021年　　藤田医科大学医学部消化器内科　客員講師 

2023年　　比較統合医療学会　学会賞受賞 

　　 

川野　浩志 
獣医学博士 

東京動物アレルギーセンター　センター長
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本日のAgenda

Pro- Pre- Post- biotics

What？ 

腸内細菌に影響を与える因子
皮膚バリア機能の改善

腸内細菌の重要性

How？ 
どうしているか？

前半戦 後半戦

腸内細菌の乱れと疾患
腸管バリア機能の改善
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スリム 肥満

体型の違う双子の腸内細菌
をマウスに移植したら
体重はどう変化するか？

腸内細菌を持たないマウス
無菌マウス（germ-free mice）

20％↑

腸内細菌を移植したらどうなるのか？
Gordon et al. Science 2013
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BW3.9kg BW5.1kg
Before After

何をしても増えなかった体重が
プロバイオティクス投与後に明らかに体重が増加



Tokyo Animal Allergy Centerアルツハイマーモデルマウスの糞便移植

アルツハイマーモデルマウス記憶障害

脳内アミロイドβ蓄積

若い健康なマウス

～腸内細菌の出す毒素が脳にダメージを与える～

糞便移植海馬異常

腸内細菌から毒素放出

血管から脳へ移動

記憶障害
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6/15
抗がん治療に効果があった患者の糞便移植
Davar D, et al. Fecal microbiota transplant overcomes resistance to anti–PD-1 therapy in melanoma patients. 
Science. February 4, 2021.

進行性メラノーマの患者

免疫チェックポイント阻害薬「ペムブロリズマブ」販売名キイトルーダ） 奏功患者の糞便移植を大腸内視鏡下で投与＋「ペムブロリズマブ」

効果が見られてなかった15人
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杯細胞

2:1:7の法則

酪酸産生菌

ビフィズス菌

大腸菌

ウェルシュ菌

フソバクテリウム

クロストリジウム・ディフィシル

（バクテロイデス）
デブ菌

（ファーミキューテス）
ヤセ菌乳酸菌

腸内細菌のレジリエンスに必要な
発酵 短鎖脂肪酸 

(有用成分）

酢酸 プロピオン酸酪酸

食欲抑制抗炎症
アレルギー

脂肪蓄積抑制

免疫強化 抗ストレス 代謝UP

(有害成分）腐敗 窒素酸化物

スカトール フェノール インドール
硫化水素

腎不全 血栓 ガン

下痢/便秘肌荒れ アトピー
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繊維分解菌

（Ruminococcus albus）

ルミノコッカス ・アルバス

酢酸産生菌

（Blautia hydrogenotrophica）

ブラウティア　
ヒドロゲノトロフィカ

でんぷん分解菌

ルミノコッカス　ブロミ
（Ruminococcus bromii）

酪酸産生菌

フィーカリバクテリウム

（Faecalibacterium prausnitzii）
プラウスニッツィイ

アトピー/IBDで低下

酪酸産生菌

ユーバクテリウム　レクタル

（Roseburia属）

長
寿
に
多
い

ロセブリア属

（Eubacterium rectale）

酪酸産生菌 乳
酸
利
用
菌

ユーバクテリウム　ハリー
（Eubacterium hallii）
アナエロスチペス属
（Anaerostipes) 

酪酸コハク酸

食物繊維

真昆布 白菜 キウイブロッコリー

でんぷん

とうもろこし白米/うどんジャガイモ

糖・オリゴ糖

キクイモ ごぼう

プロピオン酸

プロピオン産生成菌

（Blautia hydrogenotrophica）

ブラウティア　
ヒドロゲノトロフィカ

酢酸
乳酸

(B. adolescentis)

乳酸菌

ビフィズス菌

乳酸生成菌



Tokyo Animal Allergy Center

免疫細胞

プレ バイオティクス
Prebiotics

プロ バイオティクス
Probiotics

乳酸菌

デブ菌
ビフィズス菌

ヤセ菌酪酸産生菌

消化されず大腸に届いた

❷オリゴ糖
❶食物繊維

❸レジスタントスターチ

Postbiotics
ポスト バイオティクス

GABA HYA EPS
菌体外多糖

αケトAウロリチンエクオール

プロピオン酸酪 酸 酢酸
短鎖脂肪酸
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免疫細胞

消化されず大腸に届いた

窒素酸化物

スカトール フェノール

インドール

硫黄化合物

硫化水素

アンモニア アミン

❷ 動物性油脂
❶タンパク質（アミノ酸）

肉加工食品

ウインナー

肉・脂身

ハム

ベーコン

腎不全 血栓 ガン

肌荒れ アトピー 下痢/便秘
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何が腸内環境に影響を与えるか？

乱れた

食生活

不要な

薬物

過剰な

衛生環境

加　齢

母親から

高脂肪食
高単糖食
高塩分食

添加物
人工甘味料
防腐剤口腔内細菌

ストレス
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Nagata N, et al. Gastroenterology. 2022;163:1038-1052.

薬剤 病気 食習慣 生活習慣
アルコール
喫煙

運動習慣

BMI

年齢
性別

3倍

Stepwise RDA  analysis
 腸内細菌に影響を及ぼす影響

日本人約4,200例を対象に、糞便のショットガンメタゲノムシークエンスを行い 

膨大な生活習慣や臨床情報と腸内微生物叢情報を統合した世界初の大規模マイクロバイオームデータベース
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Nagata N, et al. Gastroenterology. 2022;163:1038-1052.

 どんな薬物が腸内細菌に影響を与えるのか？

属レベル

種レベル

菌の機能代謝遺伝子

消
化
管
の
薬
物

糖
尿
病

抗
生
物
質

抗
血
栓
薬

循
環
器
治
療
薬

脳
神
経
疾
患
薬

抗
が
ん
剤/

免
疫
抑
制
剤

筋
骨
格
系
疾
患
薬

泌
尿
器/

生
殖
器
疾
患
薬

性
ホ
ル
モ
ン
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Am J Surg. 2004;187:20-3.

 どんな薬物が腸内細菌に影響を与えるのか？
Stepwise RDA  analysis

オメプラゾール（PPI)

ラニチジン（H2ブロッカー)

シメチジン（H2ブロッカー)

コントトール

Lactobacillus spp.
Streptococcus spp.
Veillonella spp.

口腔内細菌
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ある抗生物質を服用した人は腸内細菌の

約50% を減らすことがわかった。

ある抗生物質を飲むと、腸内細菌の

（シプロフロキサシン）

約1/3 が死んで、腸内細菌の多様性と均一性が低下

そのダメージは治療前のレベルに戻るまで４週間も必要 

(菌の種類によっては６ヶ月を過ぎても回復しなかったと報告)
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十二指腸 空腸 回腸 近位 遠位幽門胃体

粘液層＝単層 粘液層＝2層粘液層＝単層
粘液層

粘液層 粘液層(内層）

粘液層(外層）

パイエル板

小腸胃 大腸

Madushani Herath et al.The Role of the Gastrointestinal Mucus System in Intestinal Homeostasis: Implications for Neurological Disorders.Front Cell Infect Microbiol. 2020; 10: 248.

Low pH  (bacteria↓）

 消化管部位による粘膜層の違い
High pH  (more bacteria）
5.7-7.7 Highest pH  (bacteria rich）

5.7-6.8

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Herath+M&cauthor_id=32547962
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC7270209/#
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大腸の内粘液層は細菌が存在しない

内粘液層

外粘液層

（無菌）

大腸管腔

上皮

（細胞核）（細胞）（ムチン）
Okumura et ak.Naure 2016
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成熟した粘膜層

食物繊維を発酵 

する腸内細菌

腸内細菌により損傷を受けた粘膜層

粘液層を分解 

する腸内細菌
腸内病原菌

腸内細菌による 

食物繊維の発酵

腸内細菌による 

粘液層の分解

食物繊維が豊富な食事 食物繊維を含んでいない食事

食物繊維欠乏で粘膜層が減少する！

粘液層内の損傷は、Bifidobacterium longumの投与によって元に戻すことができる(Schroeder BO et al.2018)

腸内細菌がいない状態

未成熟なバリア機能

（粘膜分解菌が増殖）（粘膜層は維持される）

粘膜を減少させる要因

1.食物繊維不足（粘膜分解菌↑）

2.抗菌薬
3.非ステロイド系抗炎症薬

4.食品添加物

5.人工甘味料

6.高脂肪食

7.小麦（グルテン）

8.牛乳（カゼイン）

9.トランス脂肪酸

10.ストレス

＜粘膜分解菌＞ 
アッカーマンシア・ムシニフィラ（A muciniphila） 

バクテロイデス・カッカエ(Bacteroides caccae） 
(Desai MS et al 2016)
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腸管の粘膜バリア

免疫細胞

ムチン（内因性の食物繊維）

粘膜バリア機能障害

Leaky gut
腸漏れ

Kindey-gut axis
腎腸相関

Skin-gut axis
皮膚腸相関

Brain-gut axis
脳腸相関

Vagina-gut axis
膣腸相関
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Brain-gut axis
脳腸相関
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Leaky Brain

L e a k y  B r a i n

脳漏れ症候群

BBB

リーキーブレイン( ( 

(Blood-brain barrier:BBB)
血液脳関門

虫歯菌
S.mutans

歯周病菌
P.gingivalis

虫歯菌
S.mutans

脳卒中

歯周病菌
P.gingivalis

脳アルツハイマー型

認知症
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脳

腸内細菌

Dysbiosis

パーキンソン病

うつ病
Depression 

不安
Anxiety 

双極性障害
Bipolarity 

Autism 
自閉症

アルツハイマー病
Alzheimer’s disease 

Perkinson’s disease 

Schizophrenia 
統合失調症

認知症
Dementia 

Multiple sclerosis 
多発性硬化症

Epilepsy 
てんかん

脳腸相関
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45％
自閉症スペクトラム(ASD)の子供18名

糞便移植した2年後に

行動や振る舞いが改善
（腸内細菌の多様性↑） 「

腸
」
が
「
脳
」
へ
影
響
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腎腸相関

・慢性腎臓病の病態進行の原因として、腸内細菌叢の関与が明らかになってきた。  
・中でも尿毒素であるインドキシル硫酸(IS)、P-クレシル硫酸(PCS)、 トリメチルアミンN-オキシド(TMAO)

は100%腸内細菌によって産生され、CKD患者の腎予後、生命予後に密接に関連する 。 
・腸管上皮バリア構造の破談によるBacterialtranslocationも生命予後および腎予後に影響を与える。 
 

慢性腎臓症(CKD)と腸内細菌

Kidney-gut axis
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慢性腎臓症と腸内細菌のdysbiosis

日腎会誌 2017；59（4）：545‒551．

dysbiosis

尿毒症物質

エンドトキシン
TMOなど

慢性腎臓病(CKD)

心血管疾患

インドキシル硫酸(IS)
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IS(インドキシル硫酸) 

肝臓

腸内細菌による尿毒素の産生と体内蓄積

腎機能低下による尿毒素蓄積

食品由来蛋白質 トリプトファン → インドール → 

慢性腎疾患

腸内細菌

尿毒素の前駆物質は100% 

腸内細菌によって産生される。 

Tryptophan Indole

Indoxyl Sulfate

糸球体硬化
尿細管間質繊維化
ROSの誘導
酸化ストレスの亢進
血管平滑筋増殖
動脈硬化促進
血管石灰化促進
老化促進

腎臓/心臓への影響

腸腎連関（Gut-Kidney Axis)

腸管

尿毒症毒素

アテローム性動脈硬化
(TMAO)

尿中へ排泄

腸内細菌叢の変化

腎機能悪化

血管

（大腸菌など）

→ 糞

門脈
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腎不全の進行

↓ 運動性

↓ タンパク質消化
↓ タンパク質吸収

・粘膜障害

・炎症

・トランスロケーション
（細菌、毒素）

・免疫抑制

・アミン　　

・チオール　

・インドール
　・p-クレゾール

腸内細菌のDysbiosis

・抗菌剤の頻回使用
・食物繊維の摂取不足

・便秘

・タンパク摂取
・腸管内への尿素など分泌亢進

結腸への 

未消化のタンパク質

の流入の増加

↑毒素産生

・フェノール　

・アンモニア
タ
ン
パ
ク
質
発
酵
の
増
加

↑サイトカイン
↑ 尿毒症毒素

尿毒症（内毒素血症）

中枢神経障害

心血管系疾患
Ramhzani A et al.:Am J Kidney Dis. 2016;67(3):483-498

糖分解細菌の減少

粘膜分解細菌の増殖

タンパク質分解細菌の増殖
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日腎会誌 2017；59（4）：557‒561

腎不全時に蓄積する尿毒素が腸内細菌の影響に依存している割合



Tokyo Animal Allergy Center

Barreto et al. :Clin J Am Soc Nephrol 4: 1551‒1558, 2009 
血清インドキシル硫酸（Indoxyl Sulfate ; IS)

インドキシル硫酸（IS)は

と共に蓄積し上昇する腎機能の低下

血清インドキシル硫酸（IS)濃度が高いほど

が低下生存率

インドキシル硫酸（IS)は、

全死亡と心血管死亡の予測因子
となる。
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Stacie C. Summers  et. al  fecal microbiome and serum concentrations of indoxyl sulfate and 

p-cresol sulfate in cats with chronic kidney disease.J Vet Intern Med. 2019;33:662‒669.

F.P.Cheng et al.  of indoxyl sulfate levels in dogs and cats suffering from naturally occurring 

kidney diseases. Vet J. 2015 Sep;205(3):399-403

インドキシル硫酸（IS)は、犬や猫でも慢性腎臓病（CKD)の重症度と関連

インドキシル硫酸（IS)は、健常に比べて高窒素血症の犬と猫で高い。

インドキシル硫酸（IS)は、犬や猫でBUN、Cre、iP濃度と関連する

（特にIRIS stage4) 

犬と猫の血清インドキシル硫酸（Indoxyl Sulfate ; IS)

https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S1090023315001598#!
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腸-膣相関
Vagina-gut axis
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妊婦の腸内細菌叢が重要
乳児の腸内ビフィズス菌叢の菌数や多様性に影響を与える因子 

❶ 母親の腸内に(ビフィズス菌:B. breve )が検出され ること 

❷ 出生様式が( 経膣分娩 ) vs ( 帝王切開 )

妊娠の段階で母親の腸管内に
ビフィズス菌(B. breve)がいる場合

（Mikami et al., 2009）

赤ちゃんの腸管内の
腸内ビフィズス菌が増える

 

経腟分娩

新生児の腸内細菌叢の健全化のために

膣内細菌叢

正常な腸管免疫システム

初めて接触する微生物

経膣分娩

乳酸菌

帝王切開

皮膚細菌叢

腸内細菌の乱れ

初めて接触する微生物

ブドウ球菌
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子宮内細菌叢と妊娠
Moreno et al. Am J Obstet Gynecol, 2016

Who：体外受精を行っている不妊治療患者35人 

What：子宮内フローラの状態と妊娠率の関係を比較

妊娠率妊娠率

妊娠率
妊娠
継続率

妊娠率
生児
獲得率

子宮内フローラ正常群

70.6%

58.8%

58.8%

子宮内フローラ異常群

33.3%

13.3%

6.7%
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腸皮膚相関
Gut-skin axis
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　プロバイオティクス

　制御性T細胞↑

短鎖脂肪酸
ビタミンD

　制御性T細胞↓

皮膚バリアの復元

短鎖脂肪酸
ビタミンD

Skin dysbiosis

病変

抗
炎
症
サ
イ
ト
カ
イ
ン

炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン

抗炎症環境

全身炎症

腸管バリア透過性↑Dysbiosis

短鎖脂肪酸↓
ビタミンD↓

代謝産物
フェノール
P-クレゾール

健康的な皮膚バリア

（Leaky gut）

腸皮膚相関
Gut-skin axis

腸管 皮膚血流
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腸皮膚相関
Gut-skin axis

低繊維食
Low-fiber diet

高繊維食
Fiber-rich diet

アトピー

アレルゲン

皮膚バリア
破壊された

皮膚バリア
強化された

短鎖脂肪酸

長鎖脂肪酸
(LCFA)

短鎖脂肪酸

超長鎖脂肪酸
(VLCFA)

セラミド

皮膚バリア機能の強化

マウス

ケラチノサイト
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FASSの飼い主に診察室で言われた強烈な言葉

「先生、うんちの移植をしてもらえませんか？」



Medical Biome 

便微生物移植
 (Fecal microbiota transplantation)
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56days

cAD(n=12)
Healty(n=20)

相同性検索

16S rRNA 

データベース

系統分類解析
相同性検索

16S rRNA 

データベース

系統分類解析

糞便移植

①CADLI スコア
②PVAS スコア
③Medial スコア

cADに対する糞便移植（FMT)の臨床効果
Sci Rep. Koji Sugita et al.2023 May 31;13(1):8824 

■施設：東京農工大学/東京動物アレルギーセンター(TAAC) 
■動物：犬アトピー性皮膚炎（n=12)/健常犬（n=20) 
■方法：❶cAD犬と健常犬の腸内細菌の違い 
　　　　❷糞便移植前後（Day0,56)における比較 
　　　　　①CADESI-04スコア 
　　　　　②PVASスコア 
　　　　　③Medicalスコア
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Sci Rep. Koji Sugita et al.2023 May 31;13(1):8824 

「犬のアトピーに糞便移植が効果的である」
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腸内細菌をターゲットにした
シンバイオティクス療法による脱医薬療法
Probiotics＋Prebiotics

❷どのエサがより有用なのか？
Prebiotics

❶どの乳酸菌がアトピー性皮膚炎に効果があるか？
乳酸菌マッチング検査に基づく有効なプロバイオティクスの探索 

 

Probiotics
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腸内細菌をターゲットにした
シンバイオティクス療法による脱医薬療法
Probiotics＋Prebiotics

❷どのエサがより有用なのか？
Prebiotics

❶どの乳酸菌がアトピー性皮膚炎に効果があるか？
乳酸菌マッチング検査に基づく有効なプロバイオティクスの探索 

 

Probiotics
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PBMCs 

Sample collection 

Separation of PBMCs  
by density-gradient centrifugation 

採血

末梢血単核球の分離

Lactobacillus paracasei 
パラカゼイ菌

Lactobacillus acidophilus
アシドフィリス菌

Lactobacillus rhamnosus
ラムノーサス菌

Lactobacillus reuteri
ロイテリ菌

Enterococcus faecium 
フェカリス菌

Lactobacillus gasseri
ガセリ菌

・鲚鳀鳌鱅性皮膚炎�
・IBS�
・掌蹠膿疱症�
・鱋鱩病�
・自閉症�

・慢性疲労症候群�
・糖尿病、肥満�
・潰瘍性大腸炎�
・鲯鲟鱅鳫鲨鳤鱅鳫症候群�
・鲧鳥鱅鳫病�

腸溶剤�
（鲣鳏鲳鳣）

内視鏡�
（菌体移植）

Journal of Immunology Reserch,2014 
個人に適した乳酸菌を厳選する 

Personalized Probiotic Approach（PPA）
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PBMCs 

Sample collection 

Separation of PBMCs  
by density-gradient centrifugation 

採血

末梢血単核球の分離

Lactobacillus paracasei 
パラカゼイ菌

Lactobacillus acidophilus
アシドフィリス菌

Lactobacillus rhamnosus
ラムノーサス菌

Lactobacillus reuteri
ロイテリ菌

Enterococcus faecium 
フェカリス菌

Lactobacillus gasseri
ガセリ菌

腸溶剤�
（鲣鳏鲳鳣）

cADの各症例毎にどのプロバイオティクスが最もIL-10を誘導するか？を調査するPersonalized Proibiotic Approach(PPA）
(犬の末梢血単核球（PBMC）を抽出しELISAにて各種プロバイオティクスを作用させてIL-10を測定) 
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cADの各症例毎にどのプロバイオティクスが最もIL-10を誘導するか？を調査するPersonalized Proibiotic Approach(PPA）
(犬の末梢血単核球（PBMC）を抽出しELISAにて各種プロバイオティクスを作用させてIL-10を測定) 

n= 70

パラカゼイ菌 
Lactobacillus paracasei 

ラムノーサス菌 
Lactobacillus rhamnosus 

フェカリス菌
Enterococcus faecium 

ガセリ菌 
Lactobacillus gasseri

ロイテリ菌
Lactobacillus reuteri

Kawano et al アレルギーの臨床. 2021.41(1)

n= 40

優れた効果あり
（免疫抑制剤から離脱した症例）

効果を実感できない

効果を実感した
（PVASが50％減少した）

（PVASの変化が認められない症例）
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腸内細菌をターゲットにした
シンバイオティクス療法による脱医薬療法
Probiotics＋Prebiotics

❷どのエサがより有用なのか？
Prebiotics

❶どの乳酸菌がアトピー性皮膚炎に効果があるか？
乳酸菌マッチング検査に基づく有効なプロバイオティクスの探索 

 

Probiotics
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・様々なオリゴ糖を比較検討したところ、ケストースが最も有益だった。

ポイント

・8つのオリゴ糖の腸管内乳酸菌に対する効果を比較検討 
（ケストース、ニストース、フラクトオリゴ糖、ガラクトオリゴ糖、キシロオリゴ糖、イソマルトオリゴ糖、ラフィノース、ラクトスクロース）

各種乳酸菌が資化するオリゴ糖の比較
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炭水化物
carbohydrates

糖アルコール

その他

多糖類

オリゴ糖

キシリトール、ソルビトール、マルチトール、エリスリトール

アセスルファムK、アスパルテーム、スクラロースなど

糖類
単糖類

二糖類

ブドウ糖、果糖など

砂糖、麦芽糖など

デンプン

消化性オリゴ糖
難消化性オリゴ糖：ケストース
消化性デンプン
難消化性デンプン
（レジスタントスターチ）

水溶性食物繊維 不溶性食物繊維

食物繊維
Dietary fiber

糖　質
Carbohydrate 

消化・吸収されないもの 消化・吸収されるもの

キクイモ

18g

チコリ

18g

こんにゃく粉

73.3g

わかめ

5.0g

めかぶ

2.0g

もち麦

9.0g

オクラ

1.4g＋3.6g

ニンジン

2.1g

さつまいも

2.8g

キャベツ

1.4g

ブロッコリー

3.7g

りんご

1.4g

バナナ

1.1g

キクラゲ
（乾燥）

57.4g

しいたけ

4.1g

ニンニク

12g

らっきょ

20.7g

押麦

6.0g

かぼちゃ

2.1

ほうれん草

2.1g

合成甘味料

天然甘甘味料
ステビア、ラカンカ抽出物、甘草抽出物など
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小腸

粘膜層
粘膜層外

粘膜層内

胃 大腸

砂糖とオリゴ糖の代謝の違い

単糖類 二糖類オリゴ糖/イヌリン/澱粉

血管

単糖類
二糖類

制御性T細胞腸上皮の
エネルギー

乳酸 酢酸 酪酸

酪酸菌ビフィズス菌

(二頭類） (三頭類）



Medical Biome 
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乳幼児アトピー性皮膚炎に対するケストースの効果
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Ide K et al. J Vet Med Sci. 2019. doi: 10.1292/jvms.19-0071  

Ide K et al. J Vet Med Sci. 2019.
犬腸内細菌叢に対するケストースの効果
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cADに対するシンバイオティクスの臨床効果
Polish Journal of Veterinary Sciences Vol. 26, No. 1 (2023), 131‒136  

犬アトピー性皮膚炎（n=15)に 

を飲ませたら90日後に有意に痒みが減少

①乳酸菌（Lactobacillus paracasei） 
②オリゴ糖（Kestose）



Tokyo Animal Allergy Center

「犬アトピー性皮膚炎に乳酸菌とオリゴ糖の併用が有効」
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生体に有益な効果を発揮する生きた細菌

プレバイオティクス
有用菌に働き増殖させ、有害菌を抑制 

制御性T細胞

Th2細胞Th1細胞

(Treg)

Th2細胞Th1細胞制御性T細胞
(Treg)

L,paraccasei  
パラカゼイ菌

乳酸菌

1-kestose 
ケストース

オリゴ糖

IL-31

痒み

酪酸

Cytokines in atopic diseases: revisiting the Th2 dogma Volume 16, numéro 2, March-April 2006 

アトピー性皮膚炎に対するシンバイオティクス療法

Evidenc
e

Evidenc
e

Evidenc
e

プレバイオティクス

シンバイオティクス

IL-10

L.paraccasei/1-kestosの組み合わせ 

Evidenc
e

https://www.jle.com/fr/revues/ejd/sommaire.phtml?cle_parution=1196


Tokyo Animal Allergy Center

皮膚バリア機能の改善
外側（アウトサイド）からのアプローチ

❶ 腸管バリア機能の改善
内側（インサイド）からのアプローチ

❷

犬アトピー性皮膚炎治療の攻略法
東京動物アレルギーセンター流
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腸管

皮膚バリア

皮膚

犬アトピー性皮膚炎治療の攻略法
東京動物アレルギーセンター流

腸管バリア機能の改善
内側（インサイド）からのアプローチ

❷

皮膚バリア機能の改善
外側（アウトサイド）からのアプローチ

❶

歯周病菌

口腔内

低食物繊維

ストレス

添加物
人工甘味料
防腐剤

腸内細菌
Dysbiosis 不要な

薬物

乱れた

食生活

高脂肪食
高単糖食
高塩分食

皮膚pH↑
乾燥

掻爬ブドウ球菌
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犬アトピー性皮膚炎治療の攻略法
東京動物アレルギーセンター流

皮膚バリア機能の改善
外側（アウトサイド）からのアプローチ

❶

腸管バリア機能の改善
内側（インサイド）からのアプローチ

❷

腸管

ムチン強化腸内細菌
短鎖脂肪酸

酢酸

プロピオン酸

酪酸

歯周病菌グラエ菌
（P.gulae）

エリスリトール
ER
T

口腔内

歯周病菌

ブドウ球菌

皮膚

ERYエリスリトール タラソテラピー
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皮膚

腸皮膚相関

膿皮症の原因菌
ブドウ球菌
(S.pseudintermedius）

犬アトピー性皮膚炎治療の攻略法
東京動物アレルギーセンター流

エリスリトール

ERT

オリゴ糖乳酸菌

腸管

腸内細菌の乱れ
（Dysbiosis）

歯周病菌グラエ菌
（P.gulae）

口腔

カワノメソッド
-Kawano’s theory-

獣医学博士 Dr.川野持論

皮膚バリアと腸管バリア
をターゲットにしたアトピー攻略論

タラソテラピーERYエリスリトール
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腸内細菌は「健康」だけじゃなく 

「病気の発症」 

「病気の治療」 

「病気の予防」 

にも大きく関わっている

Brain-gut axis
脳腸相関

Kindey-gut axis
腎腸相関

Vagina-gut axis
膣腸相関

Skin-gut axis
皮膚腸相関

腸内細菌は消化管粘膜の 

バリア機能障害を介して 

病気（炎症）とつながる

皮膚バリア機能の改善❶

腸管バリア機能の改善❷

皆さんにお伝えしたかったこと
川野私案　2024

”オーケストラ”のようにバランスが大切 

❶ 指揮者：腸内細菌/口腔内細菌
❷ バイオリン：食生活（添加物/農薬/人工甘味料）
❸ フルート：ビタミン・ミネラル
❹ チューバ：睡眠
❺ シンバル：電磁波/ストレス対策
❻ トランペット：筋トレ/運動/柔軟/サウナ


